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コミュニティーナーシングについて話し合う様
子。取り組みの1つとして、2025年5月に情報紙
を創刊した

高齢化が進むニュータウンの団地で、住民自らが電動モビリティを運用し移動のニーズを支える

活動エリア

泉北ニュータウン

泉ヶ丘地区

光明池地区

栂地区

コミュニティ活動助成

NPO法人 団地ライフラボat茶山台
大阪府堺市

団地（公的賃貸住宅）の自走型自治型モデルをつくる

団体設立経緯
　高齢化が進む一方で住民の流動
性も高い茶山台団地では、コロナ
禍を経て、関係性の希薄化が深刻
な課題となりました。この状況を
打破するには、住民の多様な強み
を引き出すきめ細やかなコーディ
ネーションが不可欠です。私たち
は、ボランティアの限界を超えた事
業性と専門性を備えることで組織
の持続可能性を確保し、誰もが自
分らしく暮らせる「多様な幸せ」の
プラットフォームを築くべく、NPO
法人として活動を開始しました。

活動概要と活動対象範囲
　泉北ニュータウン・茶山台団地
の1室を拠点に、茶山台校区全体
を対象とした包括的なケアを展開
しています。
　具体的には、①散在する地域情
報の集約・発信による「情報のアウ
トリーチ」、②グリーンスローモビ
リティを活用した住民参加型の「移
動サポート」、③企業と連携し健康
増進を図る「ウェルビーイングの社
会実装」の3軸で活動。拠点の「茶
山台ほけんしつ」を核に、移動と対
話を通じて住民の孤立を防ぎ、多

様な幸せを支えるプラットフォーム
を構築しています。

活動に至った理由や背景
　高齢化と自治会の衰退により、
住民間の相互扶助が失われ、社会
的孤立や生活トラブルが深刻化し
ています。この課題に対し、平時
から住民と関係性を築き、病気の
早期発見や専門機関へつなぐ「茶
山台版コミュニティナーシング」を
導入しました。活動を通じたアン
ケートでは、移動困難への強い不
安も可視化。ボランティアの限界

を超え、事業性と専門性を備えた
組織が介入することで、賃貸団地
の自治機能を再生させるべく、本
活動を開始しました。

活動内容と成果
● 活動の核「茶山台版コミュニティ
ナーシング」の確立
　2024年度、私たちは活動の羅
針盤となる「茶山台版コミュニティ
ナーシング」の概念を体系化しまし
た。孤独や孤立を未然に防ぎ、地
域の困りごとを住民自らのアイデア
で解決していく。この「関係性の
デザイン」こそが、私たちが目指す

「日本一多様な幸せが実現できる
団地」の土台です。単なる福祉サー
ビスを提供するのではなく、住民
が主体的に関わる余白をデザイン
すること。この「コミュニティナー
ス」としての視点が、以下の3つの
柱すべての基盤となって展開され
ました。
(1) 誰も取りこぼさない「情報を届
ける」ための仕組み構築
● 情報の断絶と孤立
　茶山台団地には複数の活動拠点
がありますが、従来は情報が拠点
ごとにバラバラに発信されており、
本当に支援を必要とする独居高齢

者や社会的孤立世帯に、
肝心の「助け」や「楽し
み」の情報が届いていな
いことが大きな課題でし
た。「あそこで何か楽し
そうなことをしていたけ
れど、終わってから知っ
た」という声は、地域へ
の参加意欲を削ぎ、結
果として情 報の格 差が
孤独を深める要因となっ
ていました。
● 情報紙「茶山台新聞」
の創刊
　25年5月、3つの異なる情報媒
体を統合し、親しみやすさと視認
性を重視した新媒体「茶山台新聞」
へと再編しました。最大の特徴は、
イベントカレンダーの一本化です。

「これ1枚を見れば、今日どこで何
が起きているか分かる」状態をつく
り、住民の行動導線を整理しまし
た。毎月1500部を発行し、スタッ
フや住民有志の手で全戸ポスティ
ングを実施しています。
　併せて、ポータルサイト「茶山台
新聞」内の「住民だより」を充実さ
せました。ここでは住民ライター
によるインタビュー記事を掲載し
ています。 日常を共にする住民

の「思い」や「人生の背景」に光を
当てることで、単なるウェブサイト
の枠を超え、茶山台という場所を
多面的に知ってもらう機会となりま
した。個々の「得意」や「個性」が
響き合うメディアへと育てることが
できたと感じています。
● アウトリーチによる「見守り」の
日常化
　全戸配布の過程では、ポストの
詰まり具合から住民の異変を察知
したり、校区にお住まいの方から

「新聞を届けてほしい」という逆指
名を受けたりと、情報紙が訪問の
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住民のボランティアで試験運行に取り
組む電動車両。「ちゃやまっくる」と命
名し、本格運行に向けてロゴやパンフ
レットを作成した

2026年3月、6
年 ぶりに 餅 つ
き大 会を開 催
した。 持 続 可
能 な「 新 し い
自治」を目指す

りました。
● 自治会との連携と、逆風を好機
に変えて粘り強く
　自治会とは、移動支援を「福祉
機能の強化」として共有し、協力関
係を築くことに成功しました。大き
な壁となったのは、25年度初めに
起きた行政や連携企業のキーパー
ソンの人事異動です。方針が不透
明になる中、私たちは「まずは現
場を見ていただくこと」に徹しまし
た。新任担当者に対し、これまで
の歩みを丁寧に共有し、現地視察
に同行していただくことで、現場の
熱量と必要性を地道に伝え続けて
います。
　25年4月に発足した「帝塚山学
院大学ウェルビーイング共創ハブ」
との連携も新たな光です。大学の
先生による栄養セミナーとお弁当
をセットにした企画などは、団地
外からも人が集まる盛況ぶりでし
た。26年1月にサテライト拠点を
開設し、大学の教育システムと現
場が融合することで、多世代が日
常的に関わり合う持続可能な仕組
みの構築を急いでいます。
● 受益者から担い手へ、循環の
始まり
　一連の活動を通じ、最も大きな
成 果は人の意識の変化です。支
えられる側だった住民が、運転手
やライターなどのサポート役とし
て「支える側」に回る循環が生まれ
つつあります。住民それぞれの好
きや得意が地域資源として還元さ
れ、それが再び誰かの幸せにつな
がる。こうした循環こそが、私た
ちが理想とする持続可能な自治の
形です。
● 多様な幸せを実現できる団地へ
　情報の整理、移動の確保、そし
て新たな連携体制。これら3つの
柱が連動することで、住民の日常
が「緩やかなつながり」の中に再配

置されました。私たちの挑戦は道
半ばであり、行政との折衝や組織
の持続性など課題は山積していま
す。しかし、茶山台団地は今、集
合住宅のポテンシャルを最大限に
活かし、誰もが自分らしく暮らせる

「多様な幸せ」の実現へと確実に進
化しています。

課題と解決方策
【課題】最大の課題は、行政や警察
との協議における「安全・リスク管
理」と「住民の利便性」の板挟みで
す。駅前乗り入れが叶わない現状
は、運行を担うボランティアのモチ
ベーション低下を招きかねません。
また、25年の大幅な人事異動によ
り、これまで築いた行政や企業と
の連携パスを再構築する必要が生
じています。

【解決方法】現場の熱量を絶やさな
いよう、行政担当者を積極的に現
地へ招き、数字だけでは見えない

「住民の切実な声」を直接届ける機
会を増やします。また、帝塚山学
院大学との「ウェルビーイング共

創ハブ」を軸に、多世代が関わる新
たな連携モデルを提示することで、
組織の属人性を排した持続可能な
体制を構築します。
　運行ルートや住民の日頃の行動
範囲についても、できる限り日常
でヒアリングし、客観的な根拠を
持って再交渉を進め、住民と行政
双方が納得できる落とし所を粘り
強く模索していきます。

今後の予定
　助成活動のゴールである「自走
型自治モデル」構築に向け、26年
4月から「ちゃやまっくる」の本格
運行を開始します。ニーズを基に
ルート最適化を図り、常に住民目
線の運用を深めます。土台を共に
築く関係機関への働きかけも継
続し、住民が「支え手」として活
躍する循環を広げ、賃貸団地の
新しい自治を追求します。派手な
発信ではなく日々の対話と実践を
地道に重ね、茶山台が多様な幸
せを実現できる街であるよう活動
を続けます。

特定非営利活動法人団地ライフラボat茶山台
2022年7月法人設立／メンバー数：16人／代表者：池田 淳（いけだ・じゅん）
●〒590-0115　堺市南区茶山台2-1-21棟301

080-5842-9894　 info@danchi.life　 chayamadai.com/　 danchi.life.labo

私たちは、少子高齢化が進む団地で、住民の声を形にする環境を整えます。暮ら
しの身近な相談役として細やかに対応し、誰もが自分らしく暮らせる「日本一多様
な幸せが実現できる団地」づくりに寄与することがミッションです。

口実として機能し始めました。これ
により、拠点を横断して参加する
住民が増え、声がけに対しても「実
は興味があった」という前向きな反
応が返ってくるようになりました。
情報の集約が、安心感と地域への
帰属意識を醸成しています。
(2) 住民ニーズが特に高い「移動」
を支える仕組み構築
● 丘陵地ゆえの「移動の壁」とフ
レイル
　泉北ニュータウン特有の激しい
アップダウンは、高齢者にとって外
出の意欲を削ぐ大きな障壁です。
通院や買い物を諦めることは、身
体機能の低下（フレイル）や精神的
な閉塞感に直結し、地域の活力を
奪う要因となっていました。
● グリーンスローモビリティ「ちゃ
やまっくる」の始動
　2024年度に導入した電動車両に

「ちゃやまっくる」と命名し、試験
運行を開始しました。ここで大きな
力となったのが、住民ボランティア
の存在です。毎週木曜日の健康体
操に熱心に参加されていた、自衛

隊リタイア後の住民さんがその1人
です。地域の防災活動を通じてつ
ながりの大切さを痛感されていた
彼は、私たちの呼びかけに快諾し
てくださいました。自衛隊での経
験を活かし、安全運行に欠かせな
い「リスク管理」の視点を持つ貴重
なご意見番として、若手運転手の
指導にも当たっています。
　象徴的だったのは、2月の選挙
時のエピソードです。ある奥様から

「夫の足腰が弱り、投票所が丘の上
にあるからと選挙を諦めかけてい
る」と相談をいただきました。そこ
で臨時便を出したところ、3便9名
の方が利用され、「これなら行ける、
助かる！」「ようこういう取り組みを
つくってくれた！」という切実な喜び
の声をいただきました。
● 葛藤を越えて育む「社会参画」
の意欲
　一方で、行政や警察との協議は
一筋縄ではいきませんでした。「駅
前まで乗り入れたい」という最も
ニーズの高い要望に対し、安全上
の理由から許可が下りず、ルート

変更を余儀なくされました。「本当
にお役に立ちたいのに、駅まで届
けられない」と、真摯に向き合うボ
ランティア運転手たちは今も思い悩
んでいます。しかし、この「悩み」
こそが地域を思う心の現れです。
　今では車両を見るだけで住民か
ら「あそこへ行きたい」と希望が出
るようになり、ちゃやまっくるは単
なる移動手段を超えた、社会参
画の意欲を呼び起こす大きな装置
となっています。現在は、10名と
なった運転手同士で、運行のたび
に「もっとこうすれば喜ばれるので
は」とアイデアを出し合い、切磋琢
磨する姿が見られます。
(3)住民のウェルビーイングに寄り
添う体制の構築
● 持続可能な自治組織へのアップ
デート
　従来の地縁組織は担い手不足に
より衰退傾向にありました。ボラン
ティアの善意だけに頼り切るのでは
なく、適正な事業性を持たせ、い
かに持続可能な「新しい自治」へ
移行するかが、私たちの挑戦とな


